
令和７年１月８日 

                                金沢小学校                                   

（文責 三澤） 

 

元日や 上々吉の 浅黄空 小林一茶 

（今年の元旦は、とびきり上等の雲一つない晴れ晴れとした空で、なんと気持ちの良いことだろう）  

 

明けましておめでとうございます。 

令和７年は、一茶の句のような雲一つない晴れ晴れとした穏やかな年明けとなりま

した。また、金沢小学校も子ども達の声が校舎に戻り、明るい雰囲気の中で無事に３学

期を迎えることができました。 

この冬は年末から冷え込み、12 月中にスケート場開きを行うことができました。金

沢体育協会の方のお話によると、これは７年ぶりのこ

とだそうです。昨今、地球温暖化の進行が心配され、

地球沸騰などという言葉さえ出てきていますが、こう

やって校庭リンクが凍ると、季節がきちんと巡ってい

ることを確認できたようでほっとする思いがすると同

時に、いつもどおり普通に生活できることのありがた

さを改めて感じます。３学期も、子ども達と一緒に一

日一日を大切に過ごしていきたいと思います。 

 

4６日間の３学期がスタートしました 

３学期の始業式では、２年生と５年生の代表児童から「３学期の目標」の発表があり

ました。算数や掃除、スケートなどを頑張りたい、あいさつをしっかりするなど、学習

や生活についての目標を、その理由と一緒に発表してくれました。どちらの目標にも

「自分から見つけて」、「自分で考えたり」という言葉があり、それぞれの課題に自分

から前向きに取り組もうとしている気持ちが伝わってきました。 

特に「あいさつ」は、毎学期の目標の中に、必ず頑張りたいこととして出てきます。

児童会でも「伝統」の活動として引き継ぎ、職員や地域の方も「あいさつができる子、

あいさつが返せる子」を願って皆で取り組んで来ました。３学期は、校外や地域の中で

も気持ちの良い「あいさつ」をし、皆の気持ちがつながっていくことを願っています。 

 

校長講話では、「今年はどんな年？」ということで、まず「乙巳」について紹介しま

した。 
 

今年は 

きのと み                                                                 
 

 

 

 

このように、皆が新しく挑戦をしたり、成長したりするためのすばらしい機会にな

る年になることを願っています。 

金 鶏  

・乙…きのと。新しい芽や草木がしなやかに伸びたり横へと広がっ

たりしていく意味。 

・巳…草木が育ちきった様子。また、脱皮を繰り返す蛇の姿から、変化

や再生、成長、生命力を表します。 

 

⇒乙巳…再生や変化を繰り返しながら、困難があってもしなやか

に成長していく年 



また、３学期は、スケート学習をしたり、各教科のまとめをしたりすると同時に、進

級・進学に向けた大事な準備の期間でもあります。学期の目標を決めたり、１つ学年が

あがるまでに挑戦してみたいことを考えたりして欲しいと考えています。 

講話では、３学期に金沢小学校の皆で大切にしていきたいことを２つ話しました。 

1 つ目は、「目標に向かって進む“一歩”」についてです。 

漢字辞典の最初に出てくる文字である「一」を取り上げ、この「一」のあとに漢字一

文字を付け足して、1 年の始まりや学期の始まりにピッタリな言葉を考えてもらいま

した。 

校長からは、「歩」を加えた「一歩」という言葉を伝えました。 

目標に向かって、「一歩を踏み出す」でも、「一日一日、一歩ずつ前に進む」でも良い

のです。金沢小学校の全児童が一歩進めば学校全体で１０１歩。３学期中毎日一歩進

めば、４６４６歩という大きな前進になると伝えました。 

 一人一人、歩幅も歩き方も違いますが、それぞれの一歩を大切にして、乙巳の年にふ

さわしく前進していく姿が見られることを楽しみにしています。 

 

 ２つ目は、「大好き金沢（金沢の良さを実感し大切にする）」を皆で目指すことです。 

 ある児童が、クラスの活動に協力してくださった地域の方の姿を見て、 

「どうして○○さんはあんなに（自分達に）よくしてくれるの？」 

と口にしました。それは地域の皆さんも、保護者の皆さんも同じです。今の季節で言え

ば校庭リンクの整備。その他にも、ＰＴＡ作業、学校行事への支援・協力、授業支援な

ど、たくさん支えていただいています。 

 「どうして自分達のためにこんなによくしてくれるんだと思う？」と子ども達に問

いかけてみました。 

 先の児童に対して担任は、「それは○○さんが、金沢が大好きで、金沢小が大好きだ

からだよ」と答えたそうです。 

 私達を大切に思い、支えてくださっている全ての皆様のお気持ちを、とてもありが

たく、うれしく思います。けれど、「してもらう」ばかりで良いのかな、自分達で、感

謝の気持ちを伝えるためにできることは何かな、ということも考えたり、行動できた

りするようになって欲しい、「大好き金沢」を合い言葉に、皆も金沢のことや人を好き

になって欲しい、と伝えました。 

 

私たち職員も、子ども達と一歩を共にし、保護者の皆様や地域の皆様とつながりをもって、

充実した３学期にしていかれるよう、尽力して参りたいと思います。 今年もよろしくお願いい

たします。 


